
食
料
へ
の
権
利
と
農
業（
１
）

子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
が
今
危
な
い

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

山
田
優

米の低温倉庫「ＪＡ全農 ぎふの米
Xｒｏｓｓ Depo」竣工（岐阜県本部）

国際養鶏養豚総合展に協賛・出展
（畜産生産部）

トライフープ岡山へＭＶＰ賞を贈呈
（岡山県本部）

国産「子実トウモロコシ」の
大規模実証開始
（宮城県本部、耕種総合対策部、米穀部ほか）

ＪＡズームイン（福岡：JA直鞍）

「ニッポンエール 宮崎県産日向夏」を
リニューアル（営業開発部）

「全農東北プロジェクト」
ホームページ開設（全農東北プロジェクト）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ全農かながわ

6-7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

8

Web
限定

ハウスぶどう統一販売（山梨県本部）

名古屋駅構内デジタルサイネージで
岐阜県産トマトをＰＲ（岐阜県本部）

2

3

卓球教室で親身にアドバイスをする石川選手（2面）

「石川佳純 47都道府県サンクスツアー」
第1回を福島県喜多方市で開催（広報・調査部）
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完成した米の低温倉庫「ＪＡ全農 ぎふの米 
Xｒｏｓｓ Depo」（２面）

子実トウモロコシの播種作業（４面）



米
を
食
べ
て
い
ま
す
」と
海
外

遠
征
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
小
学

生
の
頃
に
苦
手
だ
っ
た
ト
マ
ト

や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
野
菜
を
克

服
し
た
き
っ
か
け
も
披
露
し
、

子
ど
も
た
ち
へ
好
き
嫌
い
せ
ず

バ
ラ
ン
ス
良
く
食
事
を
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

News!

第1回「石川佳純 47都道府県サンクスツアー」を福島県喜多方市で開催
バランス良い食事の大切さもアドバイス 広報・調査部

　
全
農
は
4
月
16
日
、福
島
県
喜
多
方
市
の
押
切
川
公
園
体
育
館
で
、

全
農
所
属
・
卓
球
日
本
代
表
の
石
川
佳
純
選
手
が
47
都
道
府
県
を
め

ぐ
る
、子
ど
も
向
け
の
卓
球
教
室「
全
農
p
r
e
s
e
n
t
s
石
川
佳

純
47
都
道
府
県
サ
ン
ク
ス
ツ
ア
ー
i
n
福
島
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
石
川
佳
純
47
都
道
府
県

サ
ン
ク
ス
ツ
ア
ー
」（
企
画
：

I
M
G
）の
第
1
回
を
、
全
農

が
主
催
し
て
福
島
県
で
開
き
ま

し
た
。
石
川
選
手
は
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
を
披
露

し
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
汗

を
流
し
卓
球
の
楽
し
さ
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
栄
養
学
や
福
島
県
の

農
畜
産
物
に
関
す
る
問
題
が
出

題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
大
会
や
、「
ス

ポ
ー
ツ
と
食
」を
テ
ー
マ
に
し

た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
。
石

川
選
手
は「
炊
飯
器
と
お
米
を

持
っ
て
行
っ
て
、
毎
日
3
食
お

親身にアドバイスをする石川選手

参加者の皆さんとの記念撮影

を
拡
大
し
、
春
以
降
は
常
温
保

管
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
か
ら
低
温
保
管
の
同
施
設

に
移
す
こ
と
で
米
の
品
質
低
下

を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
竣
工
式
に
は
、
農
業
団
体
の

代
表
や
施
工
業
者
ら
約
30
人
が

出
席
。
岐
阜
県
本
部
の
山
内
清

久
運
営
委
員
会
会
長
は
、「
交

通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
生
か

し
、
安
定
し
た
品
質
の
米
を
消

費
者
へ
届
け
た
い
」と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

News!

米の低温倉庫「JA全農 ぎふの米 Xross Depo」竣工
収容力不足解消で安定した品質の米を消費者へ 岐阜県本部

　
岐
阜
県
本
部
は
、県
内
で
収
穫
さ
れ
た
米
の
品
質
を
保
つ
米
の
低
温

倉
庫「
Ｊ
Ａ
全
農　
ぎ
ふ
の
米　
X
r
o
s
s 

D
e
p
o
（
ク
ロ
ス

デ
ポ
）」を
海
津
市
平
田
町
に
建
設
し
、４
月
21
日
に
竣

し
ゅ
ん
こ
う工

式
を
行
い
ま

し
た
。県
域
で
活
用
す
る
米
穀
倉
庫
の
取
得
は
、岐
阜
県
内
で
は
初
と

な
り
ま
す
。

　
同
施
設
は
鉄
骨
造
り
の
2
棟

で
、
延
べ
床
面
積
は
約
2

 
8
 0 

0
平
方
メートル
。
約
5
0
0
0
トン
の

米
を
収
容
で
き
る
県
内
最
大
の

低
温
倉
庫
で
、
年
間
約
1
万
トン

を
取
り
扱
い
ま
す
。J
A
の
農

業
倉
庫
の
老
朽
化
や
民
間
の
営

業
倉
庫
の
業
務
縮
小
に
よ
っ
て

深
刻
と
な
っ
て
い
る
米
穀
の
収

容
力
不
足
へ
の
対
応
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
期
に
は
米
の
保
管
場
所

に
苦
慮
す
る
農
家
か
ら
の
集
荷完成した「ＪＡ全農 ぎふの米 Xross Depo（クロ

スデポ）」

米を保管する施設の内観
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わ
せ
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、来
場
者
全
員
に
、里

海
米「
き
ぬ
む
す
め
」2
合
パ
ッ

ク
を
配
布
。
ノ
ベ
ル
テ
ィ
パ
ッ

ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
、ト
ラ
イ
フ
ー

プ
岡
山
と
コ
ラ
ボ
し
た
限
定
デ

ザ
イ
ン
を
作
成
し
、
フ
ァ
ン
の

方
々
に
大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
4
月
17
日
は「
ヨ
・

イ
・
ナ
・
ス
」の
語
呂
合
わ
せ
か

ら「
な
す
び
記
念
日
」に
制
定
さ

れ
て
お
り
、
岡
山
県
本
部
の
千

両
な
す
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
あ
っ

ぱ
れ
健
紫
郎
」も
会
場
に
登
場
。

試
合
後
に
は
、
来
場
者
に
千
両

な
す
も
配
布
し
ま
し
た
。

鶏
」「
養
豚
」の
四
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
展
開
。「
e
-フ
ィ
ー

ド
」「
２
０
１
プ
ラ
ス
Ｒ
」な
ど

の
環
境
対
策
飼
料
、
過
酢
酸
系

消
毒
剤
の「
ビ
ネ
パ
ワ
ー
」や

噴
霧
機
の「
オ
ル
サ
ス 

ミ
ス

ト
」、
卵
質
測
定
装
置
や
近
年

の
鶏
Ｉ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
も

検
出
数
が
最
も
多
い
J
P
-Ⅲ

型
に
対
し
て
高
い
効
果
を
持

つ
新
ワ
ク
チ
ン「
I
B
生『
科

飼
研
』J
P
Ⅲ
」、
肥

育
豚
の
体
重
推
定
機

「
P
-S
c
a
l
e 

ハ

イ
コ
ー
プ
v
e
r
．」

な
ど
を
展
示
・
説
明

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
併
催
行
事
と

し
て
開
催
さ
れ
た「
特

別
講
演
会
」で
は
、
Ｊ

Ａ
全
農
た
ま
ご
東
日

本
営
業
本
部
第
一
営

業
部
の
宮
崎
淳
部
長

を
は
じ
め
、
計
6
人
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

News!

News!

トライフープ岡山へMVP賞を贈呈

国際養鶏養豚総合展（ＩＰＰＳ）に協賛・出展

岡山県産農畜産物で選手を応援

全農グループが持つ機能を生かした総合的支援をアピール

岡山県本部

畜産生産部

　
岡
山
県
本
部
は
4
月
17
日
、岡
山
市
の
ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山
で
開

か
れ
た
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
B
3
リ
ー
グ
に
所
属
す
る「
ト
ラ
イ

フ
ー
プ
岡
山
」の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
、最
優
秀
選
手
へ
M
V
P
賞
と
し

て
、県
産
農
畜
産
物
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
、４
月
27
日
か
ら
29
日
に
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や（
名
古
屋

市
国
際
展
示
場
）で
開
か
れ
た「
国
際
養
鶏
養
豚
総
合
展（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）

２
０
２
２
」に
協
賛
・
出
展
し
ま
し
た
。

　
岡
山
県
本
部
は
、ト
ラ
イ
フ
ー

プ
岡
山
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
契
約

を
結
ん
で
お
り
、全
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
で
M
V
P
賞
選
手
に
県
産
農

畜
産
物
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

M
V
P
賞
は
、
お
か
や
ま
和
牛

肉
、ピ
ー
チ
ポ
ー
ク
、ブ
ラ
ン
ド

米「
里
海
米
」、ブ
ラ
ン
ド
イ
チ

ゴ「
晴は

れ
い
ち
ご苺

」な
ど
の
岡
山
県
が
誇

る
農
畜
産
物
で
、B
2
昇
格
を

目
指
し
て
戦
う
選
手
を〝
岡
山

の
食
〟で
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
試
合
後
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

当
日
M
V
P
賞
に
輝
い
た
川
満

寿
史
選
手
へ
、
伍
賀
弘
県
本
部

長
が
県
産
農
畜
産
物
の
詰
め
合

　
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
は
、
養
鶏
・
養
豚

経
営
の
近
代
化
・
効
率
化
を
図

る
た
め
、
鶏
卵
・
鶏
肉
・
豚
肉

の
生
産
・
流
通
に
関
す
る
世
界

最
先
端
の
施
設
・
機
械
・
機
器

具
・
資
材
が
集
ま
る
国
内
最
大

の
展
示
会
で
す
。

　
全
農
を
は
じ
め
、
全
農
畜
産

サ
ー
ビ
ス
㈱
、
㈱
科
学
飼
料

研
究
所
、
Ｊ
Ａ
全
農
た
ま
ご

㈱
は
、「
環
境
」「
衛
生
」「
養

最
優
秀
選
手
へ
M
V
P

賞
を
贈
呈（
右
か
ら
川
満

選
手
、伍
賀
県
本
部
長
、

岡
山
市
で
）

来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
里

海
米「
き
ぬ
む
す
め
」ノ
ベ

ル
テ
ィ

千
両
な
す
を
配
布
す
る

伍
賀
県
本
部
長

世界最先端の施設・機械・機器具・資材が集まった国際養鶏養豚
総合展
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　子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
子

実
の
み
を
利
用
す
る
も
の
。
わ
が
国
で
は
、
飼

料
原
料
を
中
心
に
年
間
約
1
5
0
0
万
㌧
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
ぼ
全
量
を
輸
入
に
依

存
し
て
い
ま
す
。

　海
外
穀
物
市
場
が
不
安
定
さ
を
増
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
産
需
要
の
高
ま
り
が
見
込
ま
れ
、

主
食
用
米
か
ら
の
作
付
け
転
換
を
通
じ
、①
主

食
用
米
の
需
給
改
善
と
米
価
の
安
定
②
食
料
自

給
率
の
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
は
、①
労
働
生

産
性
が
高
い
こ
と（
面
積
当
た
り
の
労
働
時
間

が
少
な
い
こ
と
）②
大
豆
や
小
麦
な
ど
輪
作
作

物
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
③
耕
種
農

家
の
所
有
機
械
を
中
心
に
作
業
が
可
能
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
生
産
上
の
有
利
点
が
あ
る
ほ
か
、

堆
肥
の
利
活
用
に
よ
る
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家

が
連
携
し
た
循
環
型
農
業
の
実
現
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
令
和
4
年
度
に
は
国

か
ら
の
政
策
支
援
が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

　全
農
は
、
令
和
4
年
4
月
か
ら
、
J
A
古
川

管
内
の
大
豆
生
産
組
合
を
中
心
と
し
た
31
経
営

体
91
㌶
の
圃
場
で
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大

豆
の
輪
作
に
取
り
組
み
、
収
穫
し
た
子
実
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
J
A
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
の

石
巻
工
場
に
輸
送
し
て
飼
料
原
料
と
し
て
使
用

す
る
、
大
規
模
な
実
証
試
験
に
着
手
し
ま
し
た
。

　こ
の
中
で
、
生
育
調
査
の
他
、
栽
培（
機
械
、

施
肥
、
防
除
な
ど
）、
流
通（
乾
燥
調
製
、
輸

送
な
ど
）、
飼
料
原
料
と
し
て
の
適
性
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
試
験
を
実
施
す
る
ほ
か
、

次
年
度
以
降
の
水
平
展
開
に
向
け
て
、
他
産
地

の
J
A
関
係
者
を
参
集
し
た
現
地
研
修
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　実
証
試
験
は
2
〜
3
年
継
続
す
る
計
画
で
、

将
来
的
に
は
栽
培
面
積
の
大
幅
拡
大
や
国
産
子

実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
活
用
し
た
畜
産
商
品
の
開

発
な
ど
、
生
産
者
や
実
需
者
と
連
携
し
た
取
り

組
み
の
拡
大
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

国
産「
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」

大
規
模
実
証
開
始

子実

10a当たりの労働時間（農水省）
子実トウモロコシ

1.27.523.8
大豆水稲

（時間/10a）

　
近
年
、
水
田
で
の
転
作
作
物
や
自
給
飼
料
と
し
て
、「
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
を
除
く
と
そ
の
取
り
組
み
は
限
定
的
で
す
。
そ
の
た
め
、

全
農
は
、
生
産
・
流
通
・
飼
料
利
用
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
を
確
認
す
る
た
め
、
宮

城
県
の
J
A
古
川
や
J
A
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
と
連
携
し
、
令
和
4
年
産
か

ら
大
規
模
実
証
に
取
り
組
み
ま
す
。【
宮
城
県
本
部
、
耕
種
総
合
対
策
部
、
米
穀
部
ほ
か
】

の

生
産･

流
通･

飼
料
利
用
に

お
け
る
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
を
確
認

播
種
作
業
風
景

子実トウモロコシ

ほ
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概要 令和4年3月31日現在

正組合員数 3687人
准組合員数 5327人
職員数 124人
販売品取扱高 14億6千万円
購買品取扱高 18億1千万円
貯金残高 695億8千万円
長期共済保有高 1364億円
主な農畜産物 イチゴ、ブロッコリー、

巨峰、米、麦、大豆、トルコギキョウ

調
製
の
省
力
化
②
資
材
費
コ
ス

ト
の
削
減
③
安
定
し
た
価
格
で

の
取
引
④
地
の
利
を
生
か
し
た

農
家
直
接
の
持
ち
込
み
で
輸
送

費
の
削
減
――
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

品
目
の
選
定
で
は
、
将
来
的

に
大
規
模
栽
培
が
可
能
な
水

稲
の
後
作
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
に
着
目
し
、
11
～
3
月
の

期
間
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
か
ら
の
支
援
と
し

て
は
、
播は

し
ゅ種

機
・
定
植
機
の
貸

し
出
し
を
行
い
、
栽
培
の
一
役

を
担
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
栽

培
計
画
は
、
単
年
度
で
は
な
く

中
期
的
な
計
画
を
作
成
。
1
年

目
5
㌶
、
2
年
目
8
㌶
、
3
年

目
10
㌶
と
Ｊ
Ａ
職
員
一
丸
と
な

り
推
進
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
、

目
標
で
あ
る
面
積
の
達
成
と
生

産
者
増
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
品
質
の
向
上
・
収
量
増
大
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
土

づ
く
り
の
推
進
も
行
っ
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
運
営
す
る
「
ア

グ
リ
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」の

良
質
な
堆
肥
を
投
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
力
の
維
持
と

ＪＡ直
ちょくあん

鞍
（福岡県）

「
農
家
所
得
の
増
大
」に
向
け

J
A
職
員
一
丸
で
取
り
組
む

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
栽
培
で
は
イ
チ
ゴ

や
ブ
ド
ウ
、
花
卉
な
ど
で
雇
用

型
経
営
が
多
く
、
大
規
模
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
J
A
で
は
、
市
場
価
格
の

低
迷
や
農
家
の
高
齢
化
、
資
材

費
コ
ス
ト
の
高
騰
に
よ
り
農
家

所
得
の
減
少
、
離
農
な
ど
が
加

速
化
し
て
い
る
中
、「
農
家
所

得
の
増
大
」を
目
標
に
令
和
元

年
度
に
直
方
市
を
拠
点
と
し
て

建
設
さ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く

れ
ん
県
北
地
区
広
域
販
売
セ
ン

タ
ー
」を
活
用
し
た
取
り
組
み

を
検
討
し
ま
し
た
。
県
北
地
区

広
域
販
売
セ
ン
タ
ー
で
は
①

パ
ッ
ケ
ー
ジ
利
用
に
よ
る
出
荷

　

Ｊ
Ａ
直
鞍
は
、
福
岡
県
の
北

部
に
位
置
し
直
方
市
・
宮
若

市
・
鞍
手
町
・
小
竹
町
の
2
市

2
町
で
構
成
さ
れ
、
水
稲
栽
培

を
中
心
と
し
て
麦
作
、
野
菜
、

果
樹
、
花か

き卉
、
施
設
栽
培
な
ど

向
上
で
品
質
ア
ッ
プ
・
収
量

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ア
グ
リ
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
堆
肥
は
、
畜
産
農
家
の
牛
ふ

ん
1
0
0
％
に
木
く
ず
（
チ
ッ

プ
）
バ
ー
ク
を
加
え
た
も
の

で
、
80
度
前
後
の
堆
肥
熱
で
発

酵
さ
せ
、
切
り
返
し
を
行
い
な

が
ら
、
4
～
5
カ
月
か
け
て
出

荷
し
て
い
ま
す
。
管
外
か
ら
の

引
き
合
い
も
強
く
、
水
稲
を
中

心
に
野
菜
・
果
樹
で
多
く
の
方

に
利
用
さ
れ
大
変
好
評
で
す
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
も
栽
培
基
準

を
作
成
し
、
必
ず
堆
肥
を
投
入

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
な
る
中
期
計

画
を
作
成
し
、
出
荷
期
が
重
な

り
集
中
し
な
い
よ
う
作
型
の
分

化
を
綿
密
に
行
い
な
が
ら
、
各

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
ま

す
。

福岡県

佐賀県
大分県

熊本県

県
北
地
区
広
域
販
売

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た

「
農
家
所
得
の
増
大
」

「
収
量
ア
ッ
プ
」に
向
け
た

取
り
組
み

ブロッコリー推進会議で説明を聞く参加者

水稲の後作として力を入れるブロッコリーの定植作業
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人
が
健
康
で
文
化
的
な
食
生
活
を
送

る
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う

考
え
方
で
す
。

　
国
全
体
と
し
て
食
料
が
確
保
さ
れ
て

も
、
満
足
な
食
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
食
料
へ
の
権
利
が
侵

害
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
政
府
の
社
会
保
障
政
策
は
、
欧
米

に
比
べ
食
料
へ
の
権
利
に
十
分
に
応
え

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
N
P
O

法
人
や
地
域
団
体
な
ど
が
、
こ
ど
も

食
堂
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
各

地
の
農
家
や
J
A
で
も
農
産
物
の
提

供
を
通
じ
て
寄
り
添
う
動
き
は
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
は
、
国
内
の
農
業
生

産
を
中
心
に
し
て
食
料
安
全
保
障
を

確
立
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

国
内
に
広
が
る
貧
し
い
食
生
活
に
も
目

を
向
け
、
食
料
へ
の
権
利
を
守
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

連
載 

食
料
へ
の
権
利
と
農
業

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
山
田
優

子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
が
今
危
な
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
、
非
正
規
雇
用
者
や
ひ
と
り
親
世

帯
な
ど
弱
者
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
し
わ
寄
せ

が
及
ん
で
き
ま
し
た
。

　
文
科
省
に
よ
る
と
、
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
し
た
就
学
援
助
を

受
け
て
い
る
割
合
は
14
・
5
%
で
す
。

実
に
7
人
に
1
人
以
上
。
貧
困
は
け
っ

し
て
一
握
り
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
貧
困
と
子
ど
も
の
食
に
詳
し
い
東
京

都
立
大
学
の
阿
部
彩
教
授
は「
家
計
費

を
削
る
に
は
食
費
し
か
な
い
。
家
賃
、

通
信
費
、
公
共
料
金
、
学
費
は
削
減

が
難
し
い
」
と
指
摘
し
ま
す
。

　
や
り
く
り
を
で
き
る
の
は
食
費
だ

け
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
節
約
に
直
撃

さ
れ
る
の
で
す
。

　
あ
る
調
査
で
は
貧
困
層
の
子
ど
も
で

「
給
食
以
外
で
毎
日
野
菜
を
食
べ
る
」

と
答
え
た
の
は
半
分
以
下
。「
1
週
間

の
う
ち
、
4
、
5
日
は
朝
ご
飯
に
も
夕

ご
飯
に
も
野
菜
が
出
て
こ
な
い
」
と
回

答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
家

庭
で
は
、
肉
か
魚
を
食
べ
る
頻
度
も
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
阿
部
教
授
に
よ
る

と
、
食
事
回
数
を
減
ら
し
た
り
、
手
っ

取
り
早
く
お
な
か
が
膨
れ
る
で
ん
ぷ
ん

系
の
パ
ン
や
う
ど
ん
、
米
だ
け
で
飢
え

を
し
の
い
だ
り
す
る
子
ど
も
た
ち
が
多

く
い
ま
す
。

　
日
本
国
憲
法
で
定
め
た「
健
康
で
文

化
的
な
生
活
」を
送
る
た
め
の
食
料
へ

の
権
利
が
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
侵
害

さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
食
料
へ
の
権
利
。
耳
慣
れ
な
い
言
葉

で
す
が
、
国
際
社
会
で
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
食
べ
も
の
を
確
保
す
る
目
安
と

し
て
、
食
料
の
自
給
率
な
ど
を
含
め
た

国
の
食
料
安
全
保
障
が
よ
く
語
ら
れ

ま
す
。
食
料
へ
の
権
利
は
、
す
べ
て
の

食
べ
ら
れ
な
い
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
て
40
年

広
島
市
の
中
本
忠
子
さ
ん（
88
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
親
の
ネ
グ
レ
ク
ト
に
あ
っ
た
子

ど
も
た
ち
に
40
年
以
上
食
事
を
通
じ

支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
犯
罪
や
非
行
に
走
る
子
ど
も
た
ち

に
は
共
通
し
て
空
腹
、
孤
独
、
居
場

所
の
欠
如
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
三
つ
が

解
決
で
き
れ
ば
問
題
は
収
ま
る
と
思

い
ま
す
。
私
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
食

べ
さ
せ
る
こ
と
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

腹
が
減
っ
た
か
ら
万
引
き
す
る
。
気
を

広
島
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
食
べ
て
語
ろ
う
会
事
務
所
で
今
も
台
所

に
立
つ
中
本
忠
子
さ
ん

紛
ら
わ
そ
う
と
シ
ン
ナ
ー
を
吸
う
。

彼
ら
に
何
を
言
っ
て
も
馬
の
耳
に
念
仏

で
す
。
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と

に
か
く
食
べ
て
も
ら
う
。
そ
う
す
る
と

子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
変
わ
り
ま
す
。

さ
ら
に「
ワ
シ
よ
り
も
こ
い
つ
の
方
が
た

い
へ
ん
や
」み
た
い
に
し
て
、
別
の
友
達

を
連
れ
て
き
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
子
ど

も
や
そ
の
親
ま
で
増
え
て
、
自
宅
で

毎
日
5
㌔
の
米
を
炊
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に

N
P
O
法
人
に
し
て
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

―
経
済
困
窮
者
に
は
生
活
保
護
な

ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
が
、
機
能
し
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
生
活
保
護
な
ど
で
守
ら
れ
て
い
る

親
が
薬
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
で
子
ど
も
が
十
分
に
食
べ
ら
れ

な
い
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
虐
待

や
育
児
の
放
棄
で
す
ね
。
そ
の
子
ど

も
が
大
人
に
な
っ
て
、
ふ
た
た
び
子
ど

も
を
虐
待
す
る
。
満
足
な
食
事
が
で

き
な
い
。
ど
こ
か
で
止
め
な
い
と
、
社

会
の
中
で
負
の
連
鎖
が
続
い
て
し
ま
い

ま
す
。
誰
に
で
も（
健
康
で
文
化
的
に
）

食
べ
る
権
利
は
あ
る
は
ず
で
す
。

―
食
事
に
は
手
間
が
大
切
だ
と
言
っ

て
い
ま
す
ね
。

　
家
庭
の
中
で
お
母
さ
ん
が
食
事
の
大

切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
お

む
す
び一
つ
で
も
良
い
か
ら
自
分
で
作
っ

て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
い
つ
も
言
い
ま
す
。

そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
私
が
作
る
。
食

べ
る
こ
と
で
大
切
な
の
は
、
手
間
を
か

け
る
こ
と
で
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
や
出

来
合
い
の
も
の
を
出
す
の
で
は
な
く
、

一
生
懸
命
作
る
こ
と
。
そ
の
熱
意
は
必

ず
子
ど
も
に
も
伝
わ
り
ま
す
。

―
農
業
関
係
者
か
ら
の
支
援
を
受

け
て
い
ま
す
か
。

　
今
は
米
、
野
菜
、
果
物
や
卵
な
ど

の
支
援
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
食
材
を

買
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
広
島
県

や
長
野
県
の
J
A
が
支
援
し
て
く
れ

ま
す
。
地
元
で
は
農
家
が
J
A
直
売

所
に
出
荷
す
る
際
、
野
菜
な
ど
を
特

別
な
箱
に
入
れ
ま
す
。
そ
れ
を
私
た

ち
が
毎
週
2
回
引
き
取
る
仕
組
み
で

す
。
個
人
農
家
も「
広
島
市
内
に
出

て
き
た
か
ら
」
と
ふ
ら
っ
と
現
れ
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
置
い
て
い
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
卵
は
佐
賀
と
神
奈
川
な
ど

の
養
鶏
農
家
か
ら
毎
週
宅
配
便
で
届

き
ま
す
。
地
元
の
生
協
は
、
毎
週
1

万
円
分
の
商
品
を
支
援
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
れ
で
調
味
料
や
肉
や
魚
を
手

に
入
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
こ
う
し
た
支
援
が
私
た
ち
の
活

動
の
支
え
で
す
。

　
　
　
　
　（
山
田
優
・
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

1

　
世
界
的
な
人
口
増
加
や
異
常
気
象
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

地
政
学
的
リ
ス
ク
に
よ
り
、
今
、
わ
が
国
で
は「
食
料
安
全
保
障
」と
い
う
国
民

が
必
要
と
す
る
食
料
の
安
定
的
な
調
達
と
い
う〝
量
的
な
食
料
問
題
〞が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。一方
で
伝
統
的
な
食
の
継
承
や
地
域
性
な
ど
を
維
持

し
て
い
く「
健
康
で
文
化
的
な
食
生
活
を
送
る
」と
い
っ
た〝
質
的
な
権
利
〞を

守
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
J
A

グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
の一つ
で
す
。
現
地
事
例
や
識
者
の
見
解

を
も
と
に
、
そ
の「
食
料
へ
の
権
利
」を
守
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
皆
さ
ん

と一緒
に
シ
リ
ー
ズ
で
探
っ
て
い
き
ま
す（
全
6
回
）。
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人
が
健
康
で
文
化
的
な
食
生
活
を
送

る
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う

考
え
方
で
す
。

　
国
全
体
と
し
て
食
料
が
確
保
さ
れ
て

も
、
満
足
な
食
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
、
食
料
へ
の
権
利
が
侵

害
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
政
府
の
社
会
保
障
政
策
は
、
欧
米

に
比
べ
食
料
へ
の
権
利
に
十
分
に
応
え

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
N
P
O

法
人
や
地
域
団
体
な
ど
が
、
こ
ど
も

食
堂
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
各

地
の
農
家
や
J
A
で
も
農
産
物
の
提

供
を
通
じ
て
寄
り
添
う
動
き
は
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
は
、
国
内
の
農
業
生

産
を
中
心
に
し
て
食
料
安
全
保
障
を

確
立
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま
す
。

国
内
に
広
が
る
貧
し
い
食
生
活
に
も
目

を
向
け
、
食
料
へ
の
権
利
を
守
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

連
載 

食
料
へ
の
権
利
と
農
業

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
山
田
優

子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
が
今
危
な
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
、
非
正
規
雇
用
者
や
ひ
と
り
親
世

帯
な
ど
弱
者
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
し
わ
寄
せ

が
及
ん
で
き
ま
し
た
。

　
文
科
省
に
よ
る
と
、
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
し
た
就
学
援
助
を

受
け
て
い
る
割
合
は
14
・
5
%
で
す
。

実
に
7
人
に
1
人
以
上
。
貧
困
は
け
っ

し
て
一
握
り
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
貧
困
と
子
ど
も
の
食
に
詳
し
い
東
京

都
立
大
学
の
阿
部
彩
教
授
は「
家
計
費

を
削
る
に
は
食
費
し
か
な
い
。
家
賃
、

通
信
費
、
公
共
料
金
、
学
費
は
削
減

が
難
し
い
」
と
指
摘
し
ま
す
。

　
や
り
く
り
を
で
き
る
の
は
食
費
だ

け
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
節
約
に
直
撃

さ
れ
る
の
で
す
。

　
あ
る
調
査
で
は
貧
困
層
の
子
ど
も
で

「
給
食
以
外
で
毎
日
野
菜
を
食
べ
る
」

と
答
え
た
の
は
半
分
以
下
。「
1
週
間

の
う
ち
、
4
、
5
日
は
朝
ご
飯
に
も
夕

ご
飯
に
も
野
菜
が
出
て
こ
な
い
」
と
回

答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
家

庭
で
は
、
肉
か
魚
を
食
べ
る
頻
度
も
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
阿
部
教
授
に
よ
る

と
、
食
事
回
数
を
減
ら
し
た
り
、
手
っ

取
り
早
く
お
な
か
が
膨
れ
る
で
ん
ぷ
ん

系
の
パ
ン
や
う
ど
ん
、
米
だ
け
で
飢
え

を
し
の
い
だ
り
す
る
子
ど
も
た
ち
が
多

く
い
ま
す
。

　
日
本
国
憲
法
で
定
め
た「
健
康
で
文

化
的
な
生
活
」を
送
る
た
め
の
食
料
へ

の
権
利
が
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
侵
害

さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
食
料
へ
の
権
利
。
耳
慣
れ
な
い
言
葉

で
す
が
、
国
際
社
会
で
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
食
べ
も
の
を
確
保
す
る
目
安
と

し
て
、
食
料
の
自
給
率
な
ど
を
含
め
た

国
の
食
料
安
全
保
障
が
よ
く
語
ら
れ

ま
す
。
食
料
へ
の
権
利
は
、
す
べ
て
の

食
べ
ら
れ
な
い
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
て
40
年

広
島
市
の
中
本
忠
子
さ
ん（
88
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
親
の
ネ
グ
レ
ク
ト
に
あ
っ
た
子

ど
も
た
ち
に
40
年
以
上
食
事
を
通
じ

支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
犯
罪
や
非
行
に
走
る
子
ど
も
た
ち

に
は
共
通
し
て
空
腹
、
孤
独
、
居
場

所
の
欠
如
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
三
つ
が

解
決
で
き
れ
ば
問
題
は
収
ま
る
と
思

い
ま
す
。
私
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
食

べ
さ
せ
る
こ
と
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

腹
が
減
っ
た
か
ら
万
引
き
す
る
。
気
を

広
島
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
食
べ
て
語
ろ
う
会
事
務
所
で
今
も
台
所

に
立
つ
中
本
忠
子
さ
ん

紛
ら
わ
そ
う
と
シ
ン
ナ
ー
を
吸
う
。

彼
ら
に
何
を
言
っ
て
も
馬
の
耳
に
念
仏

で
す
。
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と

に
か
く
食
べ
て
も
ら
う
。
そ
う
す
る
と

子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
変
わ
り
ま
す
。

さ
ら
に「
ワ
シ
よ
り
も
こ
い
つ
の
方
が
た

い
へ
ん
や
」み
た
い
に
し
て
、
別
の
友
達

を
連
れ
て
き
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
子
ど

も
や
そ
の
親
ま
で
増
え
て
、
自
宅
で

毎
日
5
㌔
の
米
を
炊
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に

N
P
O
法
人
に
し
て
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

―
経
済
困
窮
者
に
は
生
活
保
護
な

ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
が
、
機
能
し
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
生
活
保
護
な
ど
で
守
ら
れ
て
い
る

親
が
薬
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
で
子
ど
も
が
十
分
に
食
べ
ら
れ

な
い
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
虐
待

や
育
児
の
放
棄
で
す
ね
。
そ
の
子
ど

も
が
大
人
に
な
っ
て
、
ふ
た
た
び
子
ど

も
を
虐
待
す
る
。
満
足
な
食
事
が
で

き
な
い
。
ど
こ
か
で
止
め
な
い
と
、
社

会
の
中
で
負
の
連
鎖
が
続
い
て
し
ま
い

ま
す
。
誰
に
で
も（
健
康
で
文
化
的
に
）

食
べ
る
権
利
は
あ
る
は
ず
で
す
。

―
食
事
に
は
手
間
が
大
切
だ
と
言
っ

て
い
ま
す
ね
。

　
家
庭
の
中
で
お
母
さ
ん
が
食
事
の
大

切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
お

む
す
び一
つ
で
も
良
い
か
ら
自
分
で
作
っ

て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
い
つ
も
言
い
ま
す
。

そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
私
が
作
る
。
食

べ
る
こ
と
で
大
切
な
の
は
、
手
間
を
か

け
る
こ
と
で
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
や
出

来
合
い
の
も
の
を
出
す
の
で
は
な
く
、

一
生
懸
命
作
る
こ
と
。
そ
の
熱
意
は
必

ず
子
ど
も
に
も
伝
わ
り
ま
す
。

―
農
業
関
係
者
か
ら
の
支
援
を
受

け
て
い
ま
す
か
。

　
今
は
米
、
野
菜
、
果
物
や
卵
な
ど

の
支
援
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
食
材
を

買
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
広
島
県

や
長
野
県
の
J
A
が
支
援
し
て
く
れ

ま
す
。
地
元
で
は
農
家
が
J
A
直
売

所
に
出
荷
す
る
際
、
野
菜
な
ど
を
特

別
な
箱
に
入
れ
ま
す
。
そ
れ
を
私
た

ち
が
毎
週
2
回
引
き
取
る
仕
組
み
で

す
。
個
人
農
家
も「
広
島
市
内
に
出

て
き
た
か
ら
」
と
ふ
ら
っ
と
現
れ
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
置
い
て
い
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
卵
は
佐
賀
と
神
奈
川
な
ど

の
養
鶏
農
家
か
ら
毎
週
宅
配
便
で
届

き
ま
す
。
地
元
の
生
協
は
、
毎
週
1

万
円
分
の
商
品
を
支
援
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
れ
で
調
味
料
や
肉
や
魚
を
手

に
入
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。
こ
う
し
た
支
援
が
私
た
ち
の
活

動
の
支
え
で
す
。

　
　
　
　
　（
山
田
優
・
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

1

　
世
界
的
な
人
口
増
加
や
異
常
気
象
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

地
政
学
的
リ
ス
ク
に
よ
り
、
今
、
わ
が
国
で
は「
食
料
安
全
保
障
」と
い
う
国
民

が
必
要
と
す
る
食
料
の
安
定
的
な
調
達
と
い
う〝
量
的
な
食
料
問
題
〞が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。一方
で
伝
統
的
な
食
の
継
承
や
地
域
性
な
ど
を
維
持

し
て
い
く「
健
康
で
文
化
的
な
食
生
活
を
送
る
」と
い
っ
た〝
質
的
な
権
利
〞を

守
っ
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
J
A

グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
の一つ
で
す
。
現
地
事
例
や
識
者
の
見
解

を
も
と
に
、
そ
の「
食
料
へ
の
権
利
」を
守
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
皆
さ
ん

と一緒
に
シ
リ
ー
ズ
で
探
っ
て
い
き
ま
す（
全
6
回
）。
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JA全農かながわ

　神奈川県の西部では温暖な気候を生かし、温州ミカンの
栽培が盛んに行われています。その県産温州ミカンを
100%使ったジュースが「ＪＡみかん畑」です。ミカンの皮を
一つずつむいて搾り、香料や甘味料などを一切使わずにお
いしさをぎゅっと詰めました。1缶195gと飲みきりやすく、
幅広い世代の方にお楽しみいただけます。
　今回、より親しみやすく手に取りやすいデザインを目指
し、5年ぶりにパッケージをリニューアルしました。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらからミカンがそのまま！ストレート果汁みかんジュース

195g×30本入り……3900円（税込み）

JA全農のインターネットショッピングモール

　全農東北プロジェクトは発足8年目を迎え、
東北6県のイベントや季節の情報など発信す
るため、5月にホームページを開設しました。

【全農東北プロジェクト】
　より多くの人に、「東北」の見どころやおい
しい食べ物など、さまざまな魅力を知ってもら
うため、特設サイトを開設しました。東北6
県のイベントや商品の情報を一元的に紹介
し、SNSと連携することで東北の四季折々の
旬の情報がわかる構成となっています。また、
JAタウンやみのりみのるプロジェクト、6県本 東北プロジェクト令和4年度の新メンバー

部などの関連サイトとリンクすることで、より多
くの人に楽しんでもらえるようにしました。

　全農が㈱伊藤園、JA宮崎経済連と連携し
て昨年発売したニッポンエールプロジェクトの
清涼飲料水 「宮崎県産日向夏」について、好
評によりリニューアルして発売します。

【営業開発部】

　第１弾商品の発売時には、「日向夏」の産地
である宮崎県内を中心に、大々的に展開する
など、地域をあげて盛り上げていただきました。
また清涼飲料水のみならず、日向夏を使用した

ドライフルーツやグミ、サワーなどの商品化も
広がり、産地から喜びの声をいただいています。
　今回、リニューアルして発売する「ニッポン
エール 宮崎県産日向夏」は、宮崎県産日向夏
のスッキリしたおいしさと爽やかな香りが楽しめ
る清涼飲料水です。「日向夏のおいしさを全国
の皆さまに知ってもらいたい」という思いととも
に、本商品を通じて日向夏ファンを広げ、生
果の販売拡大にもつなげていきたいと考えてい
ます。

東北の魅力を特設サイトで発信
「全農東北プロジェクト」ホームぺージ開設

ホームページは
こちら

「ニッポンエール 宮崎県産日向夏」
リニューアル 日向夏ファンを広げ、生果の販売拡大も目指す

を
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『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

食
料
へ
の
権
利
と
農
業（
１
）

子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
が
今
危
な
い

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
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田
優

米の低温倉庫「ＪＡ全農 ぎふの米
Xｒｏｓｓ Depo」竣工（岐阜県本部）

国際養鶏養豚総合展に協賛・出展
（畜産生産部）

トライフープ岡山へＭＶＰ賞を贈呈
（岡山県本部）

国産「子実トウモロコシ」の
大規模実証開始
（宮城県本部、耕種総合対策部、米穀部ほか）

ＪＡズームイン（福岡：JA直鞍）

「ニッポンエール 宮崎県産日向夏」を
リニューアル（営業開発部）

「全農東北プロジェクト」
ホームページ開設（全農東北プロジェクト）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ全農かながわ

6-7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

8

Web
限定

ハウスぶどう統一販売（山梨県本部）

名古屋駅構内デジタルサイネージで
岐阜県産トマトをＰＲ（岐阜県本部）

2

3

卓球教室で親身にアドバイスをする石川選手（2面）

「石川佳純 47都道府県サンクスツアー」
第1回を福島県喜多方市で開催（広報・調査部）
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完成した米の低温倉庫「ＪＡ全農 ぎふの米 
Xｒｏｓｓ Depo」（２面）

子実トウモロコシの播種作業（４面）

8


